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:

,

經
.濟
.的
史
觀
論
.の
.值
値

學
が
法
則
、
舛
び
に
S

然
科
學
的
踅
律
に
過
ぎ
ざ
る 

べ
し
。
而
も
祓
雜
多
樣
な
る
社
會
事
象
、
文
化
現
象
^

關
し
て
は
、
.斯
如
き
抽
象
化
さ
れ
た
る
法
則
は
往
々

.に

 

ぺ
し
て
堪
な
名
論
®
的
遊
戯
化
さ
る
、
こVJ

多
く
、
實
際 

的
史
的
现
象
の
說
：明
に
：役
立
つ
こ
ど
甚
だ
少
し
.
°
\
^

の
®

會
的
現
象
の
多
數
がI

囘
的
に
し
て
、
1
別
^
な 

ぅ
と
せ
は
、
是
等
各
S
ょ

り

杣
象
さ

れ

会
法

則

は

最

 

r-
l
十
や
社
#
現
象
の
法
則
の
域
を
脫
し
て
、
自
然
法
則
に
，.

化

し

去

る

が

故

？

。
：
故

に

余

は

こ

、

に

歷

史

的

法

則

べ 

S
自
然
的
法
則W

を
區
別
ぜ
ん
ど
欲
す
る
な
り
。
即
ち
.

歷
史
的
法
5

蕴

甘

磊

如

く

、
文
化
®
値
を
目
的

ど
し
て
、
し
か
あ
ら
ん
ど
す
各
行
程
に
於
げ
る
當
爲
の 

「

法
則
な
办
ビ
思
惟
す
。：
前
述
せ
^
如
ぐ
法
則
が
意
思
の
パ
ー 

要
求
に
基
く
も
の
な
る
が
故
に
S

M
史
的
法
則
も
亦
一 

の
■目
y
價
r
に
基
き
、
.
意
思
要
敗
の
命
令
法
の
內
容
に
'

る
.ベ
し
0

r

 

R

,

饵
九
魄 

一
o
六

余
が
斯
ぐ
歷
史
的
法
則
を
認
む
る
點
に
就
て
は
、
ガ

か
に
前
述
せ
る
ソ
ッ
ケ
ル
ト
0
所
說
に
依
れ
ぅ
0
而
も

、

猶
ほ
文
化
科
學
對
自
然
科
學
の
嚴
然
た
る
賭

別

を

^

む

る
I

f

。
J

は
S

 I

層
の
硏
究
I

f

す
る 

\

ビ
信
^

れ
ば
な
り
0(

;

以
上
述
べ
來
た
れ
る
所
S

名

、-
K

S

の
現
在 

思
考
せ
る
歴
史
的
法
則
の
如
何
な
る
も
の
？

や
に
就 

て
略
々
叩
力
に
し
た
り
ど
信
中
。
何
，ほ
斯
如
き
史
學
認 

,識
論
上
の
大
問
題
を
，
未
だ
硏
纘
極
め
て
淺
き
身
を
以 

つ
て
.
而
も
^=:

略
に
叙
^
し
、
輕
々
に
斷
定
し
去

る

は
、 

素
ょ
り
亂
暴
の
謗
を
免
れ
ず
ビ
雖
も
、
こ
、
に
ょ
街
は 

在
の
余
の
信
ず
I

I

ベ
て
、
そ
れ
が
f

お

に
 

1

層
の
硏
究
の
後
を
待
た
ん
ビ
欲
す
。

余
の
信
す
る
歷
史
的
法
則
は
.以
上
述
べ
た
る
：ル
如
さ 

の
な
^

M
ふ

ば
經
濟
的
史
觀
論
は
斯
如
さ
歷
史
的 

法
則
品
何
な
る
關
係
を
有
ず
る
や
。
其

S

觀
論
の 

杓
容
に
於
て
、
歷

史

篇

則

は

.：存
在
す
る
ゃ
否
”

：
：

以
下
節
を
改
め
て
論
究
す
べ
し
。

(

註
一)

迓
人
が
赤
合
‘も
の
^

見
て
、
赤
な
り
.と
斷
定
ん
下
す
|1

、
.単 

.

な
る
齊
人
の
约
日
忘
フ
に
め
ら
屮
。
こ
と
|-
云
ふ
览
忠
の
要 

求W

は
絕
對
的
盘
忠
の
要
求
か
措
す
。
木
文
に
述
べ
れ
る
如 

く
芥
入
の
赤
の
概
念
の
內
咨
か
興
|:

す
3

に
も
拘
ら
少
、
晋

.

一
 

人
が
赤
て
ふ
#

述
の
觀
念
|:
立
つ
は
仙
の
澈
思
に
逃
く
も
の
一 

に
し
て
、
こ
れ
‘

宇
笛
想
思
と
云
ふ
0

可
な
る
べ
し
0

 

\ 

S

ニ) 

_

 

"
W
i
n
d
e
l
b
a
n
d

 

"丨
ド
b

op
u
p
i
s

 

d
e
r
H
o
g
i
l
c、

s* 

100

尙
ほ
法
則
に
關
し
て
は
西
2

幾
太
耶
隗
士
藉「

思
衆
と
.腊
驗」

j 

'
U
Mふ
所
多
し
。

ノ 

.

.

.

.

 

\ 

(

独
三)

S
i
c
k
e
r
t
:

 

I
P 

D
e
r

 

G
e
g
e
n
s
t
a
n
d

 

d
e
r 

E
r
k
e
nntnl.s、

W
A 

™ 

w
. 21

2

R

「

 

(

中
川
得
立
氏
譯「

認
孝
の
對
1」

1
宝
三—

三
四
三
8
 

'

(

難
四〕

個
>;
'
|的
闪
來
律
に
關
し
て
は
次
の
截
;̂
:

に
谈
ふ
；叫
签
し
。

没
お
田
愧
士「

個
別
的
闪
泶
祺
の
論
理」

へ

「

哲
纷
_

認」

第

三
. 

瓦
七
十
六
號
所
胧〕

S
i
m
m
e
l

 :—

.-p
r
o
l
>
l
e
m
e

 

d
e
r

 

Geschlchtsplluosoollie^ 

Z
w
e
i
t
e
s
w
a
p
i
t
e
l
.

.

(

註 
5
 S

e
l
i
g
m
a
n

 

丫 

o
p
.
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B

^
.〇 
ニ
ー
三
；8

木
讲
;]
?
:部
の
木
論
文
引
;)
)

の
敁
初
の
句
は
j
,
c
,
r 

w
h
a
t

 

is

rheant 

b
y

 

p scienti.HC 

l
a
w
?

=

と
^
^
^
坩
の
解
答 

な
り
。
セ
3
グ
マ
ゾ
は
歷
史
的
法
則
と
科
學
的
法
則
と
辟
別 

せ
ざ
る
が
如
し
。
依
つ
て
别
用
文
は
前
後
の
關
係
上
却
つ
弋 

邦
驛
密
の
歷
也
的
法
則
と
せ
る
に
依
れ
リ
。

(

註
六)

.本
文
中
嚴
等
科
猙
的
分
類
の
典
の
他
锊
摩
的
問
題
に
關
し
て 

論
究
す
ベ
さ
紕
祁
•だ
多
し
。
此
综
す
、.へ
て

他
：：！

な

期

す

。

(

未
完)

ISMS{l/K/yf)ll/\/\/\/LFC/Kfc'tJl?sriwlJi/l}f)(rc

マ——

レ

ア

ル

敎

I t
の

リ

力

ル

ド

價

値

學

說

批

評

(

下)

鈴木淸
吉

111

、

近
代
に
於
て
こ
の
光
彩
陸
離
た
る
ジ
力
ル
ド
の
獨
創 

に
近
づ
き
得
し
浴
ジ
エ
デ
ン
ス
.に
比
す
べ
き
は
な
、し
。 

然
れ
共
彼
は
ジ
ヵ
ル
ド
及
ミ

ル
に
對
し
並
に
荷
酷
な
る 

剑
斷
を
下
し
、
典
範
®
並
に
科
學
的
價
値
を
兩
潘
の
眞

第
^
.鱗
へ
'
.
.
.
.
1
:
0
.
.
^

0
^
.
§ 

(

1
-ニ
〇
九)

！

雜

-錄

マ

丨
'ヴ
ア
、タ
敬
授
ヵ
少
ド
愤
値
學
說
批
評



1

;

-
I 

, 
•

.

-
1
ず
•者
史
.
ク-

A

以
下
に
見
た
る
も
の
の
如
し
。
而
し
て
雨
者
が
さ
ま

.で

慕

美

か

h
-

o
g

s

 

I

方
？

力
說
せ
ん
-

yj

m

y

M

!

、「

反
復
、
8

、
硏
究
s

f

 

は
低
做
f

然
利
用
に
勤
い
て
ふ
奇
f

も
5

 

S

も

の

に

屢

U

と
.
.

(

原

一
 
頁)

の
斷
言
を
段
て 

一
I

に
f

し
も
の
I

ん
。
此
所
言
た
.る
_

片
的 

に
しv

1

方
に
偏
せ
る
も
の
f

乙
と
價
値

S
生
廣
费 

と
の
傲
係
に
就
て
の
ジ
ヵ
ル
ド
が
不
用
®
な
る
約
？

擇

？

こ
ろ
l

i

f

t

燈

誤

易

I

?

 

f

募

へ

■

.

の
部
f

?

も

亦

馨

を

試

み

た

j

る
^

於
て
を
ダ
。
 

こ 

.

)

ジ
エ
デ
ン
ス
進
で
I

「

I

I

交
換
I

を

獲
\

/

力
,

Z
i

は

思

所

音

锻

減

装

C

利
用
麵
動
の

自
然
法
則
I

究
せ
ば
可
f

‘
r
舊

馨

供

給

：法

則

.

は
こ
の
完
全
な
る
交
換
I

の
必
然
的
歸
結
也
：…

勞

働
は
f

偕
値
を
、建

す

と
|

る
、
然
れ
共
そ
は
唯

；

i
H
写
%

zi\

ŷ
,JP

J

 

r 

^

1

*

.
 

L 

r 

-
/

屢

的

方

法

S

5

S

S
愛

鐘

s

に

丨

1
の
承
用
を
變
©
せ
し
む
る
に
ft
て
然
る
の
み
。し
後
段 

論
す
る
が
如
く
右
ニ
個
の
所
論
中
後
者
は
茈
磘
と
明
瞭 

VJ

を
缺
ぐ
も
旣
に
ソ
ヵ
ル
、ド
及
ミ
ル
に
ょ

o

殆
ん
ど
句 

I

一
形
式
の
下
に
陳
述
せ
ら
れ
た
り
。
3
れ
ど
雨
輿
共
こ
；
 

第
一
の
所
論
は
認
容
せ
ん
ど
せ
ぎ
る
も
の
-な
る
べ
し
。
 

乙
れ
彼
等
は
利
用
變
動
の
®
然
法
則
は
極
め
て
明
瞭
に 

し
て
詳
說
の
要
な
し
善
へ
、'又
生
産
S

生
康
者
が：

!

贩
寶
の
た
め
提
供
す
る
供f

釐
杞
關
係
な
く
ば
交
換
價 

値
に
影
.

す
る
を
得
ず
S

な
し
た
る
ビ
同
時
に

、

た

等 

の
學
說
は
供
給
に
つ
き
眞
な
る
も
の
は
、
其
結
果
J

 

^

に
需
要
に
つ
き
て
も
眞
な
る
こ
ビ
、
及
X

一
 

讨
の
o

用
は
'
.贊

雰

市

場

t

取

管

分

費

影

響

を

及

f

る
場
合
に
は
、
其
交
換
價
做
に
何
等
影
S

及 

ほ
さ
ざ
る
の
意
を
含
む
も
の
な
办
。
於
玆
亂
つ
て
ジ」 

デ
ー
ン
P
第
一
一
版
の
中
心
思
想
を
な
せ
る
因
果
律
の
雄
®
:

$1

I

1 .

I

1

比
較
せ
ん
か
、
ジ
ェ
デ
ン
ス
0|

く
ヽ(

|

、七
九
'
頁)

「

生
產
费
は
供
給
を
足
む
、

：

. 

、

. 

供
給
は
最
終
利
用
を
足
む
、

,1
:
最
終
利
用
は
僧
値
を
定
む
。」

と
。

j
 

此
因
果
關
係
に
し
て
*
し

て

眞

に

存

せ

ば

、

.其

屮

間

の
 

■過
程
を
.»■
し
生
產
©
は
恨
値
を
冗
む
ビ
雜
す
る
も
大
遇 

な
か
ら
ん
。
A
は
B
の
原
因
に
し
て
、
B
は
c
、
C
は 

D
の
原
因
な
力
^
せ
ば
、
A
は
D
の
原
因
な
れ
ば
な
6 

然
れ

ri
l〈

實

際

か

、

る

關

係

存

す

る

に

非

す

.
*

第
；

1

の
反
對
論
は
|
1生
產
费」

及「

供
給
し
；
る
用
語
の 

暖
味
な
る
點
に
向
け
ら
る
ベ
し
、
ジ
エ
デ
ン
ス
は
、
k

 

熟
達
せ
る
.準
數
學
的
術
•語
を
用
ひ
こ
の
咎
を
避
く
可
か 

り
し
が
リ
ヵ
/K

ド
に
於
^-

は
然
&

ず
°;
觅

に

非

難

を

受
 

く
べ
き
は
彼
の
第n

i

の
叙
述
な
り
っ
何
者
諸
々
の
買
手 

が
市
場
に
て
一
物
に
對
支
拂
は
ん
ビ
す
る
愤
格
は
、
 

其

物

の

買

手
(̂
對

す

る

煨

終

利

用

に

ょ

り

て

の

み

決

定
 

せ
ら
れ
ず
、
買
手
が
各
々
處
分
し
得
る
猜
貨
カ
の
额
ビ

結
合
せ
し
最
終
利
用
•か
決
ず
：る
-•也
o 

.一
 

物
の
交
換
^
値 

は
一
市
場
を
通
じ
て
同一

な
り
、
さ
：れ
V

J

^

^

^
it
'
R 

對
す
る
最
終
利
用
は
市
場
の
如
何
な
る
. 一
.部
分
に
於
て 

も
等
し
か
ら
す
。
ジ
二
デ
ン
ス
は
交
換
價
値
決
定
原
因 

を
考
ふ
.る
に
當
6

、「

最
終
利
用」

な
る
語
を
以
て「

消
#
 

者
の
宛
も
支
拂
は
ん
ヾ
し
オ
る
.限
度
に
於
け
る：

價
格 
> 一
な 

る
語
に
代
へ
由
て
以
て
交
換
價
値
の
根
祗
に
一
步
を
近 

け
し
者
な
り
ど
自
認
せ
.TV—

此

州

語

は

本

論

文

^

に 

て

は「

f

需
要
價
格」

ビ
縮
約
せ
6

。
例

若「

を
易 

，阐
體
のj

方
が
穀
物
の
み
を
有
し
、
他
方
が
牛
肉
の
み 

.を
有
す」

る
場
合
、
兩
者
間
に
交
換
の
行
は
る
、
を
述 

ぶ

:6
.仅
當
&(

第
ニ
版
1

0
五
頁)

「

一
人
し
は
圖
表
の
一
. 

線
に
ょ
つ
て
量
ら
れ
た
る「

利
用」

を
得
、
他
は
他
線
化 

ょ
つ
て
計
ら
れ
れ
る「

利
用」

を
失
ふ
も
の
S

せ
.
b

o然 

れ
.典
之
れ
®

際
に
非
ず
、
交
易
IM
體
は「

一

個
A

'-
に
亦 

す
、
交
易
^

體
は
其
各
員
に
取
り
て
等
し
き
購
ri
力
あ 

る
處
の
物
を
提
供
す
る
.も
#
物
の
各
人
に
對
す
る
利
明

藝 :

第
十
1

S 

. 

0

 

ニ

ニ)

，

第

九

绒

I

o
九
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巧

hv

：1
4
；:||
I
If

.

.
W
J
lr
^
n
,

.

:

‘ 

.

.

.

.

.

. 

:

.

.

.-■ 

. • 

« 

- 

. 

-

, 

. 

-
: 

V
. 

. 

■

•
 

■.

■三

卷(I  
ニ1

ニ)

雜

錄

マ
ー
シ
ァ
、
ゲ
敎
授

‘々
？̂
カ
ル
ド
傲
&

掛
耽
比

^

#
九

號

ニ

：
〇

は
甚
だ
異
れ

る
な
り
。
此
は
疋

に
ジ
ユ
デ
ン
ス
の
自
ら 

覺
知

せ
し
處
な

り
き
。
即
ち
終
に「

利
用」

及「

不
利
用
ー 

.U

代
ゆ
る
に「

需
耍
價
格」

及「

供
給
價
.格」

を
以
て
す
る 

，
に
至

る
解
釋
を
加
へ
し
た
め
' 
其
說
は
實
際
生
活
上
の 

;:
■
事

實

w

首

尾一
賞
せ
る

も
の
‘た
：る
を
得
た
り
。
然
れ
共. 

か
C
改
柳
す
る
時
は
、〗
舊
派

»
濟
學
漭
に
對
す

る
攻
擊 

力
著
し
く
減
退
し
、
，，M
に
.此
兩
術
語

に
對
し
て
璧
な 

る
字
義
上
の
解
驛

E1
持
せ

ら
る
、
に
於
て

は
、
舊
派
.の 

表
現
法

は
假
令
完
全

に
Jl
i

»
な
り
ど
稱
し
得
ざ
る
も
、

.
 

私

ジ
ェ
ブ
ン
ス
及
其
：

一

派
の
者
が
之
に

代
へ
ん
ど
努
め 

し
も
の
に
比
し
眞
趣
に
近
き
名
の
あ
る
が
如
し
。

乍
#

ジ
エ
デ
ン
ス
中
心
恕
想
の
形
式
的
叙
述
に
對
す 

:る
，非
剪
4
其
の
最
も
大
な
る
は
、
, :
そ

が

供

鈴

. 1
格
、

I f
パ
 

要
惯
格
及
生
產
物
の
，量
は
，
.

(  j

宛

の

他

の

，條

件

に

支

配

-
 

3
わ
.
}
*
互
に
決
定
す
ビ
言
は
ず
し
て
：、
^
來
連
續
セ
こ

.
 

.決
定
ず
^
な
せ
る
點
な
^

’こ

れ

例

潘

ん

^

^

な

る

三
 

個
の
球
が
同一

婉
中
に
在
る
時
、
重
力
0
作
用
に
よ
り

相
互
.に
三
個
の
位
镫
定
ま
る
^

云
は
ず
し
て
、
彼
次
A
 

は
ゼ
の
位
置
を
定
め
>

B
は
C

を

定

む

^

云
へ
る
な

ち

.
然

れ

潇

は
：又
C
が
B
を
定
め
、

Bが
<
を
定
レ

と
云
；
も
同
ぐ
く
誤
れ
る
も
の
に
非
ずO

ジ
エ
デ
ン
ス 

t

R

答
へ
て
、
其
連
鎖
を
«

倒
し
之
に
此
し
て
寧
ろ
却
て 

當
れ
る一

個
の
連
銷
を
次
の
如
く
作
る
を
得
べ
し
。 

「

利
用
は
供
給
ど
定
む
、

:

供
給
は
生

產

費

を

笼

む

：ヽ 

生

產

費.は

憤

値

：を

，
定

む

。

」
V
J

。

何
者
生
產
f

 

_

f
し
て
仕
f

囊

せ

し

む

ベ 

き
#
給
價
格
を
決
定
す
ベ
け
れ
ば
fj
:
p 
0 

分
て
次
に
タ
カ
ル
ド
の
學
說
を
顧
み
る
に
其
說
は
系 

統

^

^
且
非
難
の
餘
地
多
き
も
、
猶
通
論
の
很
抵
に
於 

て
ょ
b
哲
學
的
に
し
て
又
實
際
生
洁
と

一
層
近

：姿t>
る
. 

力
如
し
。
彼
は
曩
に
引
用
せ
る
マ
ル
サ
ス
宛
書
節
中
こ 

て
謂
ら
く

「
財
は
其
利
用
に
比
例
し
て
價
値
ぁ
ち
と
論 

ず
る
セ
ィ
氏
は
價
値
の
意
義
K
つ
.き
正
當
次
る
親
念
を

1
1
||を，I
|
1
1
I

|I
養
り
 

K

C
 •へ
 

\ 
. 

:f'
i 

い
 V.: 

• 

V

有
ず
る
も
の
に
.非
ず
巧
右
の
« f
ir:は
V
買
手
0 -
み
が
.財

0 - 

價
値
.を
支
配
す
る
も
の
な
り
せ
ば
、
芷
當
な
る
ベ
し
、即 

ち
其
場
合
に
ば
何
人
も
物
に
對
し
て
認
む
る
評
便
に
應 

b
て
、
其
®
格
を
支
拂
：ふ
も
の
ビ
考
ふ
る
を
得
ベ
し
、然 

る
に
事
實
上
質
手
が
惯
格
の
支
配
に
與
か
る
听
極
め
て 

:
少
な
る
が
如
く
考
：へ
ら
る
、V價
格
の
，決
定
は
、
全
ぐ
賣
手 

の
競
6
合

に

基

き

，

質

手

：は

事

® ,
上

如

何

に

金

ょ

り

も
 

鐵
に
對
し
て
多
く
の
支
拂
を
な
^T

ん
ミ
欲
す
る
も
能
は 

ざ
る
：な
り
、
乙

れ
供
給
は
、；
生
産
费
に
ょ
り
て
支
配
せ 

&
る

、

が

故

な

り

，
.
.
:貴
下
は
、.

游
要VJ

供

給

’が

價
 

格
を
支
配
す
云
々V 」

云
は
る
、
.も
.ノ

そ

は

^

意

味

な

り
 

ビ
思
は
名
ヽ
：：其
理
由
は
本
書
の
臂
頭
に
錄
し
^
け

^
,
、
.
 

價
値
を
支
配
す
る

も
の
ば
供
.給
な
i

而
し
て
洪
給
は 

相
對
的
生
產
©

^
ょ
り
|て

制

馭

せ

ら

る

，
。

貨

掙

に

て

， 

は
.
れ̂
た
る
生
產
費
は
、
勞
働
の
■
値
：と
同
じ
ぐ
利
潤 

の
值
値
を
も
含
む
も
の
な
り
。」(

ボ
I
ナー

編
、書
澈
集 

i

七
三
丨
六
頁)

彼
は
又
次
の
#
簡
に
日
く
、「

予
は
、
決

し

て

駛

惯

又

，
は

他

品

に

»
す
る
» -
龄
0>
釤
響
を
爭
ふ
も 

.の
に
あ
ら
ず
o
.
.
乍
併
供
給
は
直
ち
に
需
要
の
踵
に
，接
し 

*
て
起
ぅ
S
其
；
中
に
價
格
を
支
’配
す
る
の
カ
を
持
つ
に 

'

至
る
、
而
し
て
供
給
の
價
格
を
支
配
す
る
や
供
給
自
ら 

|
,は
生
產
@
に
ょ
ぅ
て
決
定
せ
ら
る
、
も
の
な
り
。」

I

是
等
の
書
簡
は
ジ
エ
ヂ
ン
ス
の
著
作
續
稿
中
に
は
未 

|

だ
出
版
せ
ら
れ
す
、
然
れ
共
ソ
ヵ
ル
ド
の
原
論
中
に
は 

之
と
甚
だ
類
似
せ
る
叙
述
.め
り
。
■ミ
ル
も
亦
貨
幣
憤
値 

\

を
論
す
る

に
當
り
て(

第
二|

卷
第
九
章
第
.
一
一
節)

日 

j
「

總
て
の
財
に
適
用
せ
ら
る
ミ
認
め
ら
る
ゝ
m

耍
供
給 

の
法
則
は
、
他
の
物
品
の
場
合V

J

同
じ
く
貨
幣
の
場
合 

に
於
て
も
亦
生
產
費
の
法
則
^

上
&
て
支
配
せ
ら
る
れ 

1

ど
も
之
に
依
て
排
除
せ
ら
る
、
事
な
し
。
こ
れ
生
產
#$ 

R

し
て
若
し
供
給
に
何
等
.影
響
せ
、ざ
る
限
り
、
價
値
に 

も
影
響
%

及
ぼ
3

 

^

る
べ
き
を
以
て
な
ム
。」

览
に
«
値 

論
を
概
括
す
る
に
徵
りV

日
く
、(

第
三
卷
第
十
六
章
溆
：
. 

1

節)「

由
是
觀
之
需
要V

J

供
給
，と
は
凡
て
の
場
合
に
於

第
十
三
猞

三

雜

錄

ダ
ァ
少
敎
授
0
y力
-ダ

似
値
舉
眺
批
評

第
九
瞇 

一i



' i厂 ミ ‘

一 一 ™ ^

H

.
锻
十
3
發 

Ci  If'l

四
} 一

1

.

.錄

す
：
く

-レ 

,

,

.

?

. 

.
ゾもマ

 

ニ 

二

て

伐

格

の

變

動

を

左

右

し

又

其

供

输

が

當

競

带

以

外

ょ

名

を

定

己

ノ

R 
•
义

j

 

,

,

;

D
t
s
?
, 
: 

>
:
?
> 
.

>

'
■
•
;
 

—

ィ
^
を

支
沒
！
位
て
以
て
間
锬
に

價
値
に
影
稼
す
る

條

« #
の
一
た
る
に
外
な
ら
ざ
る
な
b

。」

と 

,
, 

此
批
評
の
最
後
の
部
分
の
用
語
は
非
難
を
招
く
の
餘 

il
あ
A

ど
雛
も
重
要
な
る
眞
理
を
合
む
も

の

、

{(
1

し
0 

|

11
-

祖
評
に
し
て
、
ミ
ル
の
生
時
に
な
^

れ
し
と
せ
ば
、 

|

蔻
し
彼
は
之
を
承
認
し
、「

生
產
費
以
前」

な
る
龉
ユ
、

 ̂

A
*
‘ 

4
_ 

^
» 

<4 

. 

k 丨丨 

I

• 

• 

< 

H
I 

y
c 
 ̂

)
£
•
• 

*
r
l
/

の
3 ?
素
に
ょ
り
て
足
め
ら
る
、
處
の
總
て
の
^
の
永
久 

.
# *
値
を
左
右
す
、
热
し
自
由
競
宰
の
下
^
於
て
は
、物
は

救
通
生
蠶
の
各
階
級
龜
じ
等
し
く
利
益
の
期
待
を

許
す
が
如
き
®
格
に
て
資
ら
れ
、
又
は
斯
る
價
値
に
て 

相

吾

交

換

せ

&
る
。
而
し
て
此
は
物
が
其
生
產
费
の 

割
合
に
ょ-CV

て
交
換
せ
ら
る
、
場
合
に
の
み
あ
り
得
る 

琪
な
彡
。」

又
次
質
に
至
り
祓
合
生
產
毁

joint: 

c
o
s
t

 

o
f

.

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

を
布
す
る
财
を
論
じ
て
日
く「

此
場
合
生 

遨
处
R

據
り
雛
き
を
以
て
、
生
產
费
の
法
則
以
前
に
存 

す
る
‘31
に
根
本
的
な
る
惯
値
法
則
即
ち
需
要
供
給
の
法
、
 

則
に
據
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
ー
ど
。

ジH

デ
ン
ス
は0

 
ニ

五

頁)

此
最
後
の
點
に
關
し
、
 

ミ
ル
の
思
想
に
合
ま
る
/

^

®に
就
て
論
じ「

ミ
ル
は 

生

囊

以

前

0 
0

0

0

ビ
し
て
蓮

篇

Q

法
則
を 

論
じ
ゐ
る
も
、
事
實
は
生
產
费
說
を
主
張
す
る
に
當
6 

て
も
言
耍
供
給
め
法
則
を
全
ぐ
捨
て
を
ら
中
。
生
產
費

j  

* 

* 

; 

- 

« 

-
n 

L
i
# 

< 

i
a
a 

i
f

\

其
眞
盘
を
视
は
さ
ず
と
し
て
撤
闼
せ
し
な
ら
し
。「

^
產 

.費
の
法
則」

ど

「

最
終
利
用」

の
法
則
ミ
は
、
無
上
&
高 

j

，
な

る

%

要

供

給

說

の

構

成

. ^

素
な
A
 *

兩
者
は
夫
，a
剪 

一
刀
の
双
f

も
比
べ
ら
る
べ
き
か0

 

|

方
の
及
の
靜
止 

せ
る
場
合
に
は
、他
方
の
及
動
き
て
物
を
剪
る
。吾
人
は

\
何
の
考
へ
も
.f

、
麗

に

第

二

の

5

物
を
f

た

.

ー
み
ビ
云
ふ
べ
き
も
此
言
ひ
方
は
疋
式
の
立
言
に
あ
ら
す 

如
并
な
る
^

少
を
要
す
る
處
な
り
。

ジ
ュ
ラ
ン
ス
に
し
て
實
除
に
於
て
は
：窗
發
價
格 

ど
價
値
の
間
に
の
み
存
す
る
關
係
を
利
用
ビ
價
値
と

の

 

.
間
に
存
す
る
4

の
の
如
ぐ
に
論
ず
る
習
癖
に
陷
&

ず
、

乂
：窗
耍
上
.供
給
上
の
價
値
に
»
す
る
一
般
關
.係

の

'
根

本
 

的

均

齊

及

び

此

は

か

、

る

關

#;
:
の

詳

細

に
S

り
■て
は
甚 

し
き
相
違
を
伴
ふ
も
の
な
る
乙
ビ
ヒ
ガ
說
す
る
乙
S

ク 

I
 

 ̂ノ■

1

の
如
ぐ
な
る
>■
、-
，ビ
.を
得
し
な
ら
知
に
ば
.
.

(

數 

學
式
の
應
用
は
ジ
エ
デ
ン
ス
を
導
き
て
玆
に
至
ら
し
む 

可

し

;^
豫
期
す
る
は
無
理
な
ら
ず)

!'
:
彼
れ
の
ジ
ヵ
^
ド 

及
び
ミ

ル
k

對
す
る
反
對
は
爾
か
ぐ
大
な
ら
ざ
り
し
な 

ら
‘
.ん
。
然
も
，菩
人
のg

心.る
可
か
ら
ざ
る
は
、
彼
の
筆
を 

執
b

し
時
代
は
、
價
値
論
の
：®
要
方
面
多
く
等
問
視
せ 

ら
れ
し
こ
と
、
及
び
彼
が
此
方
而
に
注
意
を
喚
起
し
、
 

楚
を
發
展
せ
し
：む
る
た
め
、
®
秀
な
る
貢
獻
を
な
し
た 

る
こ
ぐ
。
の
ニ
事
是
れ
な
り
？
ジ
エ
デ
シ
ス
の
如
く
深
く 

且

.つ

多

方

面

に

於

て

吾
入
の
感
謝
に
値
す
る
思
想
家
は 

•^
た
稀
な
り
。
し
か
も
此
念
の
た
め
に
、
彼
が
そ
の
偉 

大
な
る
先
®
者
に
對
し
て
な
せ
る
批
評
を
輕
冷
に
甘
受 

す
べ
^
!
;に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
 

-

勝
に
ジH

ダ
ン
ス
の
攻
擊
を
擇
び
て
之
に
答
ふ
る
こ

.と
は
：常
を
#
た
る
も
の
> *
如
し
。
蓋
し
英
蘭
に
て
は
、 

彼
れ
の
說
は
他
の
何
人
に
も
f
f
i
K
V

.
て

注

意

を

惹
き
^
る 

を
以
て
な
^
V
O然
れ
共
リ
カ
ル
ド
の
價
値
論
に
對
ず
る 

同
様
の
攻
擊
は
、
多
數
學
者
の
爲
せ
し
所
な
•り
。
' 此
中 

特

に

擧

ぐ

.ベ

き

を

マ
ッ
ク
レ
ォ
ッ
ド
氏
と
す
。
氏
は
千 

一
八
再
七
十
年
以
前
旣
に
生
產
費
對
價
値
に
關
す
'る
舊
派
.

の
所
論
に
■

し
、
形
式
內
容
共
に
近
來
の
批
評
を
豫
見 

\

せ
し
む
る
が
如
き
批
評
を
加
へ
た
り
、
近
來
の
批
評W

 

一
は
ジ
工
デ
ン
ス

ど
同
時
代
に
®

す
る
、
ヮ
ル
ラ
敎
授
並

.

に
力—

ル
。
メ
ン
ガ
ー
の
そ
れ
を
意
味
す
。
フ
オ
ン
*
ボ 

一
エ
ム
。
バ
グ
エ
ル
ク
敎
授
及
ク
.升
ザ
1
は
時
代
下
れ
.
^

一

時
問
要
素
に
對
す
る
ジ
カ
ル
ド
の
龃
漏
说
、
彼
の
批 

へ
評
家
に
ょ
り
て
套
襲
せ
ら
れ
二
重
の
m

»
の
因
を
な
せ 

b

。
何
者
彼
等
は
生
產
費
す
價
値
と
の
_
係
に
つ
き
其 

究
極
の
傾
尚
に
關
す
る
所
論
、
即
ち
原
|8

の
原
因
論
を
、
 

價
値
の一

.

時

的

變

化

.、

即

ち

短

期

間

に

於

け

る

變

動

弦
 

因
に
ょ
む
否
定
せ
ん
^

企
て
た
も
。
疑
も
な
く
彼
等
自

^
1
^
.
.
'
, 

H

H-
-
:

0
£
$
. 

(

r

H

.3£
>

雜

錄

w

r

;v

敎
授
の
V

カ
ル
ド
倒
値
墙
魏
批
評



' 

.第
w

i
 

2
 

1

^

.

-
 

i

.
,

物
值
嗡
貴
の
原
因
权
湓
蘼

身
の
意
見
を
發
表
せ
る
場
合
、
■自
家
一
個
の
意
味
に
て 

は
其
說
は
殆
ん
ど
芷
當
な
り
。
形
式
;±
新
說
た
る
も
ぁ 

h
y
y
說
を
改
'め
し
も
の
は
，11
に
多
し
。
.
忽
れ
^

舊
說
1:
‘ 

對
し
斬
然
相
反
せ
&
偾
値
新
_

を
骹
見
甘
6
.ビ

稱

す

べ

, 

き
報
進
步
を
な
せ
し
も
の
ミ
も
思
は
れ
ず
。
，
又
其
發
展 

搬
張
上
著
し
ぐ
舊
說
を
破
.れ
b

i
稱
す
べ
き
も
の
も
な 

，■.し
,.
,
•
、:

'

•'
;:
 

以
上
は
相
異
る
物
0
:

相
對
的
交
換
债
値
を
支
配
す
る
-

 

.原
因
に
就
て
の
み
^

力A

ド
の
第1:

章
^
論
せ
し
な 

6

。
こ
れ
次
で
來
る
思
想
に
及
ぼ
せ
し
影
響
主
S

し
て 

ft
.
點
に
存
す
れ
ば
な
り
。
然
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價
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落
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膨
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史
的
に
興
味
に
生
活
必
窗
品
の
價
格
を
人
爲
的
R
低
落
せ
し
む
る
爲 

あ
る
事
な
bo

仍
て
此
に
關
し
て
は
ホ
"ラ

ン

ダ

ー

敎

授

め

に

、
通
貨
の
收
縮
を
斷
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
S

切
論
し 

が
千
九
瓦
四
年
季
刊
經
濟
雜
誌
に
寄
せ
ら
れ
し
好
論
文
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
#

る
に
、
政
府
は
通
貨
の
收
縮
は 

あ
.る
事
を
ー
言
す
る
に
止
必
ん
。 

•.

不
景
氣
、.
失
業
、
恐
憐
等
を
招
徠
す
る
も
の
で
あ
る
が 

I

,

故
に
、
之
を
濫
b

rc
實
行
す
る
は
不
得
策
で
あ
る

^
稱

七
、
今

日

迄(

埶
：筆
當
時
迄)

斷
乎
た
る
處
歡
を
揀
る
.
 

'J

と
を
避
け
て
ゐ
た
。
通
，貨
收
縮
論
者
も
通
貨
の
人
爲 

的
收
釉
に
依
り
て
誘
紋
せ
&■
:
る

S
諸
物
愤
の
低
落
が
企 

業

熟

を

冷

，却

し

、

景

氣

K
多

，少

の

影

響

を

興

ふ

る

R

M 

る

可

き

も

の.で
あ
る
Y)

と
を
紙
體
に
杏
定
し
て
は
居
ら 

」

ぬ
。
S :
な
彼
等
の
.或
者
；は
寧
カ
此
影
響
を
今
日
大
に
歡 

迎
す
可
き
で
あ
る
ビ
論
じ
て
ゐ
る
。
如
何
ビ
な
れ
ば
、

物
價
鄉
騰
の
爲
め
に
"
：平
時
な
ら
ば
企
圖
せ
ら
れ
な
い 

幾
多
：の
製
造
業
が
今
日
濫
興
せ
ら
れ
、
且
つ
，計
篑
せ
ら 

，れ
て
^

る
：が
、
物
價
調
節
は
此
等
の
不
0

然
な
る
拿
員
. 

を
淘
汰
す
る
に
茧
る
可
き
.
が
故
に
、
■
產
業
が」

層
铿
實 

な
る
基
礎
の
上
に
'
置
.
か
る
、
こ
ビ
に
爲
る
か
ら
で
あ
る
：；
 

と
云
ふ
の
で
.
あ
る
。

通
貨
を
無
琊
；に
收
縮
せ
し
む
れ
ば
、
物
價
は
勿
㈱
® 

落
す
る
に
違
ゐ
な
い
。
又
，、此
際
物
價
が
低
落
す
れ
ば
、 

或
を
産
業
は
打
撃
を
蒙
り
、
夫
れ
が
爲
め1

般
經
濟
界 

が
一
肺
不
鐵
氣
に
製
は
る
、
に
至
る
可
き
こ
ど
も
逆
W
.

し
雛
ぐ
は
無
s 

o 

3

6
な
が
ら
、
此•1

時
的
不
景
氣
が 

果
し
て
、
，通
貨
收
縮
論
者
の
信
ず
る
が
如
く
、
結
局
.

1  

般
國
民

の
利
益
v」

it
皿
す
る
の
結
采
を
虽
す
る
に

至
名 

か
.否
や
ゆ
疑
問
ビ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
"
 

現
內
間
の
微
溫
的
政
策
ビ
通
貨
收
縮
論
者
の
唱
道
す
る 

急
激
的
物
價
調
節
ビ
の
孰
れ
が
結
局
國
利
民
福
を
增
進 

す
る
上
に
於
て
最
も
效
果
あ
る
か
、
と
云
ふ
Z
ヾ
し
は
容 

易
に
解
決
し
難
：い
問
題
で
あ
る
。
實
は
双
方
共
に
相
當 

の
.猢
窟
が
あ
‘る
。
孰
れ
の
見
地
に
立
づ
も
、
尤
も
ら
し 

S
議
論
を
並
べ
立
つ
る
-jy

は
容
易
で
あ
る
。
此
事
は 

.物
價
•調
節
の
可
否
の
み
に
關
す
る
現
象
で
は
無
く
、
實 

ぱ
攀
て
の
政
策
共
通
の
事
實
で
あ
る
ヒ
云
ふ
を
妨
げ
_ 

い
。『

可
否』

、『

良
否』

、『

當
不
當』

と
云
ふ
こ
ど
は
a
論 

.の
み
に
依
り
て
推
斷
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
通
貨
が 

'膨

脹

し

て

物

憤

が

暴

騰

し

た

，爲

め

に

細

民

が

困

窮

し

て
 

居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
細
民
を
生
活
難
ょ
り
救
ひ
出
す 

に
は
通
貨
を
收
縮
し
て
物
®
を
低
落
せ
し
む
れ
ば
良
い

齡

十

三

凝(
H

U
.

七)

• 
0

,

錄

.物
似
騰
貴
の
旅
因
の
盡

第

九
號

1

•五


